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にとらわれずに書けるという SNS ならではの特徴も作用していると考えられる。 
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SNS 書くコミュニケーション 情況 Authenticity ことばのリソース 
1．背景 
1.1 書くコミュニケーション 


























齋藤他（2012, 2014）では、2011 年から 2014 年に行われた「日本語かきこ」という活
動について報告している。これは初級前半レベルの 4 技能総合型日本語科目の活動の一環
として行われた。いわゆる文型積み上げ型の授業において、既習の文型を運用する活動と
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図 2 なにを学んだか 
2.1.3 活動の流れ 
教室では週 1 回木曜日 1 コマの開講であるが、活動の流れは以下の通りである。 
①毎週 3～4 名が Original Poster となり、金曜日の夜までに自由に投稿する。 
②クラスメンバーは Original Post を読み、火曜日午後を期限として任意に返信、その







2.2 SNS とことばの学び 
2.2.1 何を学びと捉えているのか 
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